
・Circle of 5th と調号の関係

それぞれのキーにおいて、#、♭の付く個数と場所は固有の物です。
また #が一つ増えるごとにC→G→Dというように 5度づつキー
は上がって行きます。また♭が一つ増えるごとにC→F→B♭と
４度づつ上がって行くことから、以下のように表せます。
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